
 

老人看護専門看護師養成プログラム 

領域 授業科目及び担当教員 授  業  科  目  概  要 
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高齢者看護学Ⅰ 

特論Ⅰ 

教授 
陶山 啓子 

高齢者看護に関わる諸理論や概念を学修し，高齢者の心理・社
会性や健康上の課題と，高齢者の潜在能力を引き出しQOLを高め
るために必要な看護について理解を深めるとともに，適切な倫理
的意思決定に基づいた看護が実践できる能力を養う。さらに，老
人看護専門看護師の役割・機能について理解する。 

高齢者看護学Ⅰ

特論Ⅱ 

教授 
陶山 啓子 

高齢者の生活上のニーズを把握するために，総合機能評価に用
いられる評価指標とその使用方法について理解する。また，ICFの
提唱するモデルや総合機能評価を活用した看護実践について学
修し，包括的なアセスメントの必要性や活用方法について理解す
る。 

高齢者 

病態治療論 

教授 
谷向  知 

高齢者に起こりやすい疾患や判別を要する症状の病態・検査・
治療について学修し，適切な判断に基づく看護を実践するために
必要な知識・技術を修得する。 

高齢者 

生活援助論 

教授 
陶山 啓子 

複雑な問題を抱える高齢者の健康課題や生活機能障害につい
て，疾患の影響や診断・治療をふまえた身体・心理・社会機能の
アセスメントに基づき，高齢者の潜在能力を引き出し，QOLの向上
を意図した看護援助を選択し，実践できる能力を養う。 

高齢者支援 

システム論 

講師 
小岡亜希子 

日本の保健医療福祉施策の変遷，現状と展望を学ぶとともに，
介護保険制度におけるサービス，制度外サービス及びソーシャル
サポートの内容についての理解を深め，高齢者のニーズに応じた
サービスが選択できる能力を養う。さらに，高齢者のケアシステ
ムについて，地域の先進的な取り組みからシステム構築のプロセ
スを学び，高齢者ケアに必要なサービスやシステムについて提案
できる能力を養う。 

専
門
分
野
専
門
科
目 

高齢者看護学Ⅰ
特別演習Ⅰ 

教授 
陶山 啓子 

 慢性期～回復期の複雑で多様な疾病や症状及び健康障害をも
つ高齢者とその家族への看護を実践するために必要な理論やモ
デルについて学ぶとともに，高齢者の病態や症状，高齢者及び家
族のセルフケア能力等を総合的にアセスメントし，高齢者の意思
と暮らし方を尊重した援助が実践できる能力を養う。 

高齢者看護学Ⅰ

特別演習Ⅱ 

教授 
陶山 啓子 
谷向  知 

認知症の原因疾患の特徴や薬物療法について理解を深めると
ともに，認知症の病期や病態及びBPSDの誘因や要因を適切にアセ
スメントし，ケアを実践する能力や，認知症をもつ人とその家族
が安全で安心して暮らせるための環境調整する能力を養う。 

実

習

科
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高齢者実践 

看護実習Ⅰ 

教授 
陶山 啓子 
講師 
小岡亜希子 

医療機関において慢性期～回復期の複雑で多様な疾病とその症
及び健康障害をもつ高齢者・家族に対し，疾患の病態生理と治癒
過程に基づいた検査・診断・治療の結果から，医学的判断を理解
する。その上で，家族介護力と年齢に関連するセルフケア能力の
低下，患者自身の意思を総合的にアセスメントし，在宅（施設）
を見据えて，高齢者の健康レベルに応じた看護実践を提供する力
を向上させる。 

高齢者実践 

看護実習Ⅱ 

教授 
陶山 啓子 
講師 
小岡亜希子 

認知症を持つ高齢者の認知機能，認知症の種類，及び重症度を
判断できる能力を養うとともに，認知症高齢者の抱える複雑で解
決困難な健康問題や生活上の課題に対する高度な実践能力を獲得
する。また，認知症を持つ高齢者と家族へ必要な医療とケアが提
供されるために，多職種との協働・連携及び調整する能力を身に
つける。 

また，老人看護専門看護師へのシャドーイングを基に，専門看
護師が実際に果たしている患者・家族及びスタッフに対する教育，
相談，調整，研究活動，倫理調整の機能について理解を深める。
また，老年看護の質の向上に向けた教育を実施，評価し，専門看
護師の基盤となる能力を修得する。 

課題研究 
教授 
陶山 啓子 

高齢者看護を実践する中で生じた疑問や課題について，研究
テーマを設定し，研究計画を作成し，研究を実施することによっ
て，専門看護師として実践上の課題を解決するための研究能力を
養う。 
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看護教育論 

看護管理論 

看護理論 

看護研究方法論 

コンサルテーション論 

看護倫理 

看護政策論 

共通授業科目参照 

 

共通授業科目 

領域 授業科目及び担当教員 授  業  科  目  概  要 
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通

科

目 

看護教育論 
教授 
陶山 啓子 

看護教育制度の変遷や現状の課題及び生涯にわたって主体的
に専門性を高めていける看護職育成のために必要な理論と方法
を学修する。学修援助型の教育における教育者のあり方につい
て，自らが経験した場面を活用して検討する。さらに，基礎教育，
卒後・継続教育，患者教育における教育プログラムの作成をとお
して，看護職が教育的機能を果たすために必要な基本的知識・技術
を修得する。 

看護管理論 

教授 
西嶋真理子 
非常勤講師 
青山ヒフミ 
松浦 正子 

現在の医療制度などの外部環境を踏まえながら，看護管理のプ
ロセスとしてのインプット（人，物，資金，情報，時間），プロセ
ス，アウトプット（看護成果，患者満足，職務満足，質改善，エ
ンパワメント）について分析，探究する方法を学修する。そのた
めに必要な思考を組織論，マネジメント理論，人的資源活用論，
リーダーシップ理論などに関する文献学修をとおして養う。 

看護理論 
教授 
永田  明 

卓越した看護実践の基盤となる看護の諸理論について理解を
深めるために必要な知識を教授する。講義では看護実践または研
究に影響を及ぼしてきた思想と理論の歴史的変遷を理解し，その
存在論的，認識論的，方法論的前提を分析する。またそれらの実
践事例への適用を試み，その批判的検討を通じて，臨床看護の実
践，理論，研究の基礎となる看護の理論的基盤を模索する。 

看護研究 

方法論 

教授 
薬師神裕子 
山内 栄子 
相原ひろみ 
宮内 清子 

看護活動を効果的に展開するためには，研究的視点を持ち，看
護の実践知を論理的・体系的に捉え，看護実践の改善に役立てて
いくことが必要となる。本科目では，看護における研究の意義を
理解し，看護研究のプロセスを理解する。また，看護研究に必要な
研究方法，研究デザイン，研究倫理について学び，研究計画書を
作成する基礎的知識を修得する。 

看護研究 

演習 

教授 
山内 栄子 
講師 
城賀本晶子 

看護研究における研究デザインや前提となる条件，科学的推論
方法について学び，信頼性・妥当性の検証，データの活用方法を
具体的かつ実践的に探求する。 

コンサルテ 
ーション論 

講師 
吉田美由紀
非常勤講師 
添田百合子 

コンサルテーションの意義や方法等について受講生の経験を
踏まえ，プレゼンテーションや討議をとおして学修する。さらに，
コンサルテーション活動を行うために必要な医療専門職，保健や
福祉領域の専門職に対して相談し，調整できる基礎的な実践力を
修得する。 
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看護倫理 
教授 
相原ひろみ 

倫理調整を実践する能力を獲得するために，その基盤となる倫理学に関
する知識と倫理的問題を分析し，解決に導く方法論を修得する。授業で
は，倫理学，生命倫理学，看護倫理学の歴史的変遷や基本概念と倫理的
意思決定支援に関する方法論を学ぶ。そして，看護実践で直面する倫
理問題を解決するために必要な分析方法，倫理的なアプローチの方
法，他の職種との倫理的調整の方法を探求する。 

看護政策論 
教授 
西嶋真理子 
藤村 一美 

人々のニーズに寄り添い，QOLを高める保健・医療・看護を実現
するために，看護の質の向上を政策的に推し進めていくための仕
組みや看護政策の機能を理解する。看護の歴史的展開過程を踏ま
え，将来を展望し，現行の法制度における課題を分析する視点を持
ち，演習をとおして課題解決や健康政策策定のための基礎的能力
を修得する。 

地域包括 

ケア基礎論 

教授 
陶山 啓子 
西嶋真理子 
薬師神裕子 
二井谷真由美 

宮内 清子 
講師 
小岡亜希子 
柴  珠実 
吉田美由紀 

講義や文献検討を通して地域包括ケアの概念や発達段階各期，
公衆衛生領域における地域包括ケアの必要性について学修する。
また，フィールドワークやディスカッションを通して，地域医療に
おける現状と課題について検討する。 

統計学 

教授 
藤村 一美 
非常勤講師 
矢田 浩紀 

根拠にもとづく医療・看護・保健活動，及び看護研究（量的研究）
において，必要な統計学やデータ処理の考え方，統計手法について
教授する。統計ソフトSPSSを活用し，実際に統計解析への理解を深
め，研究デザインやデータの特性に適した統計手法の選び方につ
いて学修する。 

臨床薬理学 

教授 
谷向  知 
非常勤講師 
重松 裕二 
八杉  巧 

薬理学の基本的な知識を元に，使用されている薬剤の特徴，作用
様式，副作用などを理解する。さらに実際に薬物療法を受けている
患者のモニタリング，症状管理，服薬管理，服薬指導について具体
的に学び，看護実践に活かす能力を高める。 

フィジカル 

アセスメント 

教授 
二井谷真由美 
非常勤講師 
重松 裕二 

看護実践に直結する対象からの看護情報を的確に収集し，アセ
スメントするための知識や技術を学ぶ。 

病態生理学 

教授 
二井谷真由美 
谷向  知 
非常勤講師 
重松 裕二 
八杉  巧 

主要な症候の起こるメカニズムを理解し，主な疾患と症状との
関連，使用している薬剤との関連について理解を深め，エビデンス
に基づいたアセスメントができる能力を養う。 

インクルーシブ社会

実現に向けて 

教育・学生支
援機構 
講師 
上月 翔太 

社会・組織における個人の多様性とは何かを学習し，多様性があ
ることの意義，個人の多様性をめぐる課題についても学ぶ。 

教授法入門 

教育・学生支
援機構 
講師 
上月 翔太 
教育・学生支
援機構 
教授 
中井 俊樹 
ｶﾜﾓﾄ・ｼﾞｭﾘｱ・
ﾐｶ 

大学院生やポストドクターが自らの専門分野の学識を他者に適
切に教授するために必要な知識，技術，態度について学習する。

 

 


